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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
原料となる水溶性アルミニウム塩に水可溶性バナジウム塩を加えて、アルミニウム塩とバ
ナジウム塩の混合水溶液をあらかじめ調整し、バナジウムイオンの微量を、アルミニウム
化合物に固溶、または共沈させた下記式（１）、
Ｍ1-x (Ｖ)x 　　(1)
（式中、Ｍ は、乾燥水酸化アルミニウムゲル、ジヒドロキシアルミニウムアミノアセテ
ート、水酸化アルミニウム・炭酸水素ナトリウム共沈物、合成ケイ酸アルミニウム、水酸
化アルミナマグネシウムなる群より選ばれた少なくとも1種のアルミニウム化合物であり
、ｘの範囲が、０．００１＜ｘ＜０．０５、すなわち、含バナジウムアルミニウム化合物
におけるバナジウムの量は、金属バナジウム換算で０．００１重量％から０．０５重量％
以下の範囲である。）で表される含バナジウムアルミニウム化合物を有効成分とする血糖
値降下剤。
【請求項２】
上記の含バナジウムアルミニウム化合物を液体分散媒に分散させて得られる液剤である請
求項１に記載の血糖値降下剤。
【請求項３】
上記の含バナジウムアルミニウム化合物を造粒して得られる顆粒剤である請求項１に記載
の血糖値降下剤。
【請求項４】
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上記の含バナジウムアルミニウム化合物を８５～９７重量％の割合で含有する錠剤である
請求項１に記載の血糖値降下剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は膵臓機能強化用無機化合物粒子に関するものであり、より詳しくは、アルミニウ
ム化合物に微量のバナジウム化合物を添加して、バナジウムを固溶体として含有している
か、またはバナジウムと共沈物を形成している無機物粒子とすることにより、膵臓機能強
化および活性化、すなわち、血糖値を下げ、糖尿病、膵炎糖の膵臓病の予防ないし治療に
優れた効果を有する糖尿病、膵炎等の膵臓病の予防乃至治療用無機化合物粒子に関する。
【背景技術】
【０００２】
膵臓は、消化酵素を含む膵液を分泌し、それを消化管へ送り込む。膵液中にはたんぱく質
分解酵素であるキモトリプシンやトリプシン、炭水化物の分解に働くアミラーゼ、脂質の
分解に働くリパーゼなどが含まれており、食物の分解に寄与する。また膵臓の中のランゲ
ルハウス島はインシュリン、グルカゴンなどのホルモンを血液中に分泌する。
膵臓が原因の病気としては、膵炎、糖尿病があるが、糖尿病は患者が年々増えているにも
かかわらず、完治が難しい病気であるとされている。糖尿病は膵臓からのインシュリンの
分泌低下や、分泌作用が十分でなくなるために起こり、重症になると網膜症や壊疽、心筋
梗塞などの合併症を引きおこす。糖尿病の治療としては、インシュリンの投与がなされて
いるが、予防・治療薬のほとんどは有機物ベースの治療薬（特許文献1）（特許文献2）で
ある。近年、糖尿病にバナジウムが有効と言われ、酸化硫酸バナジウム（ＩＶ）は無機塩
である為、生体膜の透過が難しく、生体内に取り込まれにくいとして、Ｖ-有機錯体も提
案されている（特許文献3）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平10-310524号公報
【特許文献２】特開2000-44472号公報
【特許文献３】ＷＯ2007-43606号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明の目的は、糖尿病、膵炎等の膵臓病の治療乃至予防、さらに膵臓機能強化乃至活性
化剤、として有用な無機化合物を提供することである。すなわち、微量のバナジウムをア
ルミニウム化合物に固溶または共沈させた無機化合物粒子を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明者等は、無機系制酸剤の粘膜保護効果および潰瘍治療効果につき鋭意研究の結果、
人体に不足しがちな微量のバナジウムを固溶させたアルミニウム化合物粒子が、血糖値を
下げ、さらに膵臓機能の強化乃至活性化、すなわち、膵臓病の予防乃至治療に優れた効果
があることをも見出した。
【０００６】
すなわち、本発明は、以下の（１）ないし（４）の血糖値下降剤を要旨とする。
（１）原料となる水溶性アルミニウム塩に水可溶性バナジウム塩を加えて、アルミニウム
塩とバナジウム塩の混合水溶液をあらかじめ調整し、バナジウムイオンの微量を、アルミ
ニウム化合物に固溶、または共沈させた下記式（１）、
Ｍ1-x (Ｖ)x 　　(1)
（式中、Ｍ は、乾燥水酸化アルミニウムゲル、ジヒドロキシアルミニウムアミノアセテ
ート、水酸化アルミニウム・炭酸水素ナトリウム共沈物、合成ケイ酸アルミニウム、水酸
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化アルミナマグネシウムなる群より選ばれた少なくとも1種のアルミニウム化合物であり
、ｘの範囲が、０．００１＜ｘ＜０．０５、すなわち、含バナジウムアルミニウム化合物
におけるバナジウムの量は、金属バナジウム換算で０．００１重量％から０．０５重量％
以下の範囲である。）で表される含バナジウムアルミニウム化合物を有効成分とする血糖
値降下剤。
（２）上記の含バナジウムアルミニウム化合物を液体分散媒に分散させて得られる液剤で
ある上記（１）に記載の血糖値降下剤。
（３）上記の含バナジウムアルミニウム化合物を造粒して得られる顆粒剤である上記（１
）に記載の血糖値降下剤。
（４）上記の含バナジウムアルミニウム化合物を８５～９７重量％の割合で含有する錠剤
である上記（１）に記載の血糖値降下剤。
【発明の効果】
【０００７】
本発明者は、人間が必要とするミネラルの一つであるバナジウムイオンの微量を、アルミ
ニウム化合物に固溶、または共沈させた上記式（１）で表されるアルミニウム化合物粒子
を経口投与することにより、血糖値を下げることができることを見出した。
本発明により、糖尿病、膵炎等の膵臓病の治療乃至予防、さらに膵臓機能強化乃至活性化
剤、として有用な無機化合物を提供すること、すなわち、微量のバナジウムをアルミニウ
ム化合物に固溶または共沈させた無機化合物粒子を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
本発明の式（１）で表されるアルミニウム化合物粒子は、微量のバナジウムが固溶または
共沈したものである。
【０００９】
本発明のアルミニウム化合物の製造方法は、原料となる水溶性アルミニウム塩に水可溶性
バナジウム塩を加えて、アルミニウム塩とバナジウム塩の混合水溶液をあらかじめ調整し
ておく。バナジウム塩としては、塩化バナジウム、オキシニ塩化バナジウム、オキシ三塩
化バナジウム、ニバナジン酸カリウム、メタバナジン酸カリウム、バナジン酸ナトリウム
等がある。
本発明の含バナジウムアルミニウム化合物におけるバナジウムの量は、金属バナジウム換
算で0.1重量％以下、好ましくは、0.05重量％以下である。上限が0.1重量％を超えると人
体に悪影響を及ぼす可能性が出てくる。
【００１０】
バナジウムはアルミニウム化合物に固溶しているか、もしくはアルミニウム化合物と共沈
物を形成する形態で均一に含有されていることが重要である。すなわち、塩化バナジウム
等のバナジウム化合物と水酸化アルミニウムを通常の方法で混合した混合物では本発明の
ような効果は得られない。ただし、アルミニウム化合物粒子においてバナジウムが表面に
偏在固溶していても本発明の効果が減じられることはない。
【００１１】
本発明のアルミニウム化合物粒子を、血糖値降下剤として、または膵臓の機能強化乃至活
性化剤として、膵臓病の予防ないし治療薬として使用する場合は、粉末状、顆粒状、錠剤
、カプセル剤または、スラリー状のいずれの形態でもよく、ビタミンや他のミネラル、ア
ミノ酸、ピコリン酸、酢酸、クエン酸、グリセリン酸、モノメチオニン、賦形剤、結合剤
、崩壊剤および滑沢剤等を必要に応じ添加することが出来る。
【００１２】
賦形剤としては、乳糖、デンプン、結晶セルロース、マンニトール及び炭酸カルシウム等
、結合剤としては、デンプン糊液、ゼラチン、アラビアゴム、ヒドロキシプロピルセルロ
ース及びブドウ糖等、崩壊剤としてはゼラチン、寒天、カルボキシメチルセルロースナト
リウム及び結晶セルロース等、さらに滑沢剤としてはステアリン酸マグネシウム、タルク
およびマクロゴール等通常使用される添加剤を使用して差し支えない。
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【００１３】
液剤を調整する場合は、本発明の含バナジウムアルミニウム化合物以外に安息香酸ナトリ
ウム等の保存料、ｐＨ調整剤およびリンゴ酸等の甘味料および香料等を精製水に分散させ
る通常の調整方法を用いる。
【００１４】
本発明のアルミニウム化合物を顆粒剤または錠剤とする場合の造粒条件や打錠条件等は、
バナジウムを含まない各アルミニウム化合物の周知の条件をほぼそのまま適用してよい。
例えば、含バナジウム乾燥水酸化アルミニウムゲルの打錠条件は、バナジウムを含まない
乾燥水酸化アルミニウムゲルの公知の打錠条件をもとに、過度の試行錯誤なしに見出すこ
とが出来る。
【００１５】
かくして、本発明によれば、下記のように含バナジウムアルミニウム化合物を有効成分と
する血糖値降下、膵臓の機能強化乃至活性化、すなわち膵臓病の予防乃至治療剤が提供さ
れる。
〔1〕下記式（１）
Ｍ1-x (Ｖ)x　　 (1)
（式中、Ｍは、乾燥水酸化アルミニウムゲル、ジヒドロキシアルミニウムアミノアセテー
ト、水酸化アルミニウム・炭酸水素ナトリウム共沈物、合成ケイ酸アルミニウム、水酸化
アルミナマグネシウム、メタケイ酸アルミン酸マグネシウム、ショ糖硫酸エステルアルミ
ニウム塩、から選ばれた少なくとも1種のアルミニウム化合物であり、ｘの値は
0＜ｘ≦0.1である。）で表される膵臓機能強化乃至活性化剤用アルミニウム化合物粒子。
〔2〕前記〔1〕の血糖値降下剤。
〔3〕前記〔1〕の糖尿病予防乃至治療剤。
〔4〕前記〔1〕の顆粒剤。
〔5〕前記〔1〕の液剤。
〔6〕前記〔1〕の錠剤
【００１６】
実施例に基づき、本発明を詳細に説明する。
実施例において、アルミニウム化合物粒子の（a）Ｖの分析値、（ｂ）平均2次粒子径、（
ｃ）BET法比表面積は以下に記載する測定法によって測定された値を意味する。
（a）Ｖの分析
原子吸光法により測定した。
（ｂ）平均2次粒子径
MICROTRAC粒度分布計SPAタイプ（LEEDS＆NORTHRUP INSTRUMENTS社製）を用いて測定決定
する。
試料粉末700ｍｇを70ｍLの水に加えて、超音波（NISSEI社製、MODEL US-300,電流300μA
）で3分間分散処理した後、その分散液の2-4ｍLを採って、250ｍLの脱気水を収容した上
記粒度分布計の試料室に加え、分析計を作動させて8分間その懸濁液を循環した後、粒度
分布を測定する。合計2回の測定を行い、それぞれの測定について得られた50％累積2次粒
子径の算術平均値を算出して、試料の平均2次粒子径とする。
（ｃ）BET法比表面積
液体窒素の吸着法により測定した。
【実施例１】
【００１７】
［本発明の無機化合物粒子の製造（１）］
硫酸アルミニウム１．０モル／Ｌ、塩化バナジウム２×10－３モル／Ｌの水溶液、および
炭酸ナトリウム０．７５モル／Ｌの水溶液をそれぞれ調製し、実容積１Ｌの連続反応槽に
予め水を５００ｍＬ入れ、攪拌しながらそれぞれの流量が５．６Ｌ／分、２７．８Ｌ／分
となるように定量ポンプで供給し、室温で５時間反応した。得られたスラリーをフィルタ
ーにて吸引脱水し、ケーキを形成させ１０倍量のイオン交換水で水洗した後、１．０Ｍ／
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イオン交換水で洗浄した。得られた洗浄済みケーキを固形分で２００ｇ／Ｌに再乳化し、
スプレードライヤーにて乾燥した。
得られた乾燥物を分析した結果
（Ａｌ（ＯＨ）３）０．９９９（Ｖ）０．００１であった。
【実施例２】
【００１８】
［本発明の無機化合物粒子の製造（２）］
硫酸アルミニウム０．５２４モル／Ｌ、塩化バナジウム１×10－３モル／Ｌの水溶液、お
よびＮａ２Ｏ ０．５６モル／Ｌ、ＳｉＯ２ １．６８モル／Ｌの３号水ガラス水溶液をそ
れぞれ調製し、実容積１Ｌの連続反応槽に予め水を５００ｍＬ入れ、攪拌しながらそれぞ
れの流量が８．８Ｌ／分、２４．６Ｌ／分となるように定量ポンプで供給し、室温で５時
間反応した。得られたスラリーをフィルターにて吸引脱水し、ケーキを形成させ１０倍量
のイオン交換水で水洗した。得られた洗浄済みケーキを固形分で２００ｇ／Ｌに再乳化し
、スプレードライヤーにて乾燥した。
得られた乾燥物を分析した結果
（Ａｌ２Ｏ３・９ＳｉＯ２・ｎＨ２Ｏ）０．９９８（Ｖ）０．００２であった。
【実施例３】
【００１９】
実施例1および2で得られたサンプルを用い、ラットによる耐糖能試験を行った。
（試験方法）
一晩（２０時間以上）絶食させたラット（ＳＤ系 雄 6～7週齢、6匹/サンプル）を使用し
た。
グルコースを1ｇ/10ｍＬ/Ｋｇでラットに経口投与した後、直ちに試料10ｍＬ/Ｋｇを、デ
ィスポーザブル注射筒及びラット用胃ゾンデを用いて強制的に経口投与した。グルコース
、及び試料投与前、投与３０分及び６０分後に、それぞれ尾静脈より採血し、小型電極式
血糖測定機器（アントセンスII, ダイキン工業(株)）を用いて血糖値を測定した。
結果を表1に示す。
【００２０】
【表１】

【００２１】
《結果》
実施例１の２０時間以上絶食時のラットの血糖値は約６５mg/dLであった。投与３０分後
には血糖値は投与前と較べて有意に上昇し、約１５７mg/dLにまで達した。その後、投与
６０分後に徐々に血糖値は低下し約1４８mg/dLの値となった。
実施例２の２０時間以上絶食時のラットの血糖値は約７２mg/dLであった。投与３０分後
には血糖値は投与前と較べて有意に上昇し、約1４７mg/dLにまで達した。その後、投与６
０分後に徐々に血糖値は低下し約１４０mg/dLの値となった。
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